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 1 月 の 主 な 予 定 
 

1/5（金) 冬休み預かり保育開室 
1/10(水) 始業式(制服上下登園) 
1/12(金) 一日保育(弁当)開始 
1/24(水) 教職員と保護者の集い 

 (30分繰上げ午前保育) 

 

  今 月 の 運 動 あ そ び 
 

✴ 年 長 12/ 6(水)・13(水) 
✴ 年 中 12/ 4(月)・11(月)・18(月) 
✴ 年 少 12/ 4(月)・11(月) 

 
 
  

 
困難に立ち向かう  

  
園 長  伊 藤 倫 子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

1 月のピヨピヨクラブ 
  

申込日…12月 19日(火) 10：00～ 
 

実施日… 1月 17日(水) 10：00～  
※電話にて受付けます。先着順 
 

12 月 8 日（金）のピヨピヨクラブ 
（内容は『クリスマスパーティー』）にも 

まだ空きがあります！ 
 

 
 

    
 お 知 ら せ 

 

 
 
        避難訓練 12月 7日(木) 
  今月は消防車で消防署員の方が来園し、防災の話などをしてく

ださる予定です。 
 

        クリスマスパーティー 12月 12日(火)   
・ゲームをしたり、プレゼント探しをしたり、いつもと違う 
1日を過ごしたいと思います。 

  （お子さんには内緒にしておいてください！） 
 

        おもちつき会 12月 14日(木)   
・幼稚園でつきたてのお餅(砂糖醤油味･きなこ味)を食べます。 
・午前保育ですがコップ、おはしセット、ナフキンを持たせて下さい。 
※アレルギー等のある方は事前に担任までお知らせ下さい。 

 
        12 月 14 日 (木 )から 12 月 20 日 (水） 

終業式までは午前保育となります。 
 
 
 

        おみそ汁の日 
     

12/1(金)…年長 12/8 (金)…年中 
 
 
 
 

 
   
 
✴ 登園の際に着てくるコート類は正門またはバス乗車前に 脱

がせて保護者の方が必ずお持ち帰り下さい。 
 
✴ バス通園のお子さんで、預かり保育利用時に着用する上衣を 持

たせる場合は、乗車前に上衣を脱ぎ、紙袋等に入れて持た
せて下さい。コート・袋に名前の記入をお願い致します。 

 
✴  降園時は遊具で遊ばない約束になっております。速やかに 
   降園して頂けるようご協力お願い致します。 

課外教室(体操)終了後も同様にお願い致します。 
 
✴  これから寒くなりますが、薄着で登園出来るように工夫して

下さい。 
あそび着を着用していますので、フードのついたものや厚い 
セーター、トレーナーなどは動きにくく怪我の原因の１つ 
にもなりますので、今から薄着の習慣をつけられるように 
しましょう。 

 
 

 

あそびで使う新聞紙が不足しています。 

古新聞がありましたら、寄付をお願いします。 
 

日 曜 記 事 日 曜 記 事 

1 金  15 金 午前保育  

2 土  16 土   

3 日  17 日   

4 

5 

 

月  18 月   

5 火 12月生まれの誕生会 19 火 大掃除  

6 水  
20 水 

終業式 

※制服上下登園 7 木

「 

 

避難訓練 

8 金 
お弁当終了 

ピヨピヨクラブ 

21 木 冬季休業 ★

22 金  ★ 

9 土  23 土   

10 日  24 日  

11 月  25 月  ★

12 火 クリスマスパティ― 26 火  ★

13 水 
保育料引落日 

給食終了 

27 水  ★

28 木  ★ 

14 木 

午前保育開始 
 
おもちつき会 
 
コップ・おはしセット・ナフキンを 
持たせください 

29 金   

30 土  

31 

 

日 

 

大晦日  

★－冬休み預かり開室日 

保護者のみなさまへお願い 

先週、「愛は勝つ」を作られたシンガーソングライターの方の訃報に触れ
ました。「どんなに困難でくじけそうでも信じることさ、最後に愛は勝つ」 
この歌詞に励まされてきた方もたくさんいることと思います。 
東日本大震災の時もこの 3 年間のコロナ禍の時もこの歌が多くの人々を
励まし支えてきました。 
でもこの「困難」とは大袈裟なことでも特別なことでもありません。 
生きていくこと自体が困難に遭遇しそれを乗り越えることの毎日とも 
言えます。 
「困難」というととても大きなことを思い浮かべますが、自分の思い通りに
ならないこと、人とうまく気持ちを通じさせることができない等々、日々の
場面でたびたび遭遇する些細なことも困難なことと言えます。 
ましてや小さな子どもたちにとっては友だちと関わること、やりたいことを
やろうとすること、全ての場面でいくつもの困難に遭遇します。 
繋げたいブロックがうまく繋がらない、友だちに壊された、使っていたお
もちゃを横取りされた、トイレでうまくパンツが下ろせなくて汚してし
まった、給食が食べられない、、、書き出したらキリがないほどです。 
そして子どもたちだけではなく大人の私たちも幾多の困難を乗り越えながら
過ごして来たことと思います。 
保護者の方も今も家庭のこと、仕事のこと、子育てのことで人知れず 
困難に立ち向かっている方はいらっしゃるでしょう。 
私も教職員たちもその例外ではありません。 
困難にはできるだけ遭遇しないに越したことはありませんが、では回避
することがベストなのでしょうか。 
特に子どもたちの場合、大人がその困難な状況を取り除いたり困難そのものの
場面を避けてしまうことができます。 
特に最近は価値観の多様化が受け入れられるようになったため様々な 
選択肢の幅が広がり嫌なことを避けることが昔より容易になりました。
そのことは良い面もありますがその反面、困難を体験して自分の頭で考え、
自分の力で解決する機会を失い、また辛いけど頑張ることや我慢する 
体験を奪うことにもなるのです。 
私たち大人は一生、子どもたちのそばに居続けることはできません。 
困難に立ち向かう子どもたちに寄り添いながらも頑張れと背中を押し 
応援していくことも必要なのです。 
でも人生はもちろん、困難だけではありません。それを何倍にも上回る喜
びや多幸感、達成感があるからこそ、日々を頑張れるのです。 
これからも困難があっても子どもたちと一緒に何かを乗り越え、たくさん
笑える日々を過ごしていきたいと思っています。 
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お ね が い 


